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研修報告『初夏の植物・野鳥観察会（黒浜沼）』 

 

日 時 ：2026 年 6 月 6 日（土） 9:30～12:00  

場 所 ：黒浜沼（蓮田市）  

天 候 ：曇時々晴れ  

参加者：沖本、久保木、藤井（敬称略）の 3 名  

講 師：渡辺英城 

報告者： 渡辺英城  

  

【今回研修の目的】 

  埼玉県はおおまかに、西部に山地帯、中央部に丘陵帯、東部に低地帯が広がり、変化に

富んだ地形を有している。森林インストラクターの活動の場は、山地～丘陵地域が主である

が、知見を広げるためにも平野部低地における黒浜沼周辺での観察会を今回実施するもので

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【黒浜沼について】 

 今回研修地である黒浜沼は、貴重な自然環境により国と県から以下の 3 種の選定を受けて

います。 

○自然環境保全地域 

 昭和 54 年に、優れた天然林や特異な地形・地質、貴重な動植物の自生地や生息地などの

良好な自然環境を保全するための自然環境保全地域に、上沼と下沼ともに県から指定されま

した。県内で 16 か所指定されていますが、都市化の進んでいる県南東部では唯一の地域で

す。 



 

○さいたま緑のトラスト保全第 11 号地 

 募った寄付を資金として、埼玉の優れた自然や貴重な歴史的環境を財産として保全し、次

世代に引き継いでいく「さいたま緑のトラスト運動」。現在は県内 14 か所が指定されてお

り、上沼周辺は平成 21 年に第 11 号地として取得されています。 

 

○生物多様性保全上重要な里地里山 

 平成 27 年に、谷地沼として特徴的な生態系が維持されていることから「黒浜沼（上沼・

下沼）と周辺湿地・ヨシ原」が環境省から選定されました。全国で 500 か所、県内で 11 か

所が選定を受けています。 

 

【行程及び概要】 

 9:30 に蓮田市環境学習館へ集合し、オリエンテーションの後出発しました。 

（当施設は 2025 年 8 月にリニューアルオープンされたばかりで大変きれいです。） 

 天気は曇りで寒くもなく、途中陽が出てやや暑くなりました。 

学習館を出てすぐのところに上沼（うわぬま）があります。ヨシ原に近づくと早速、オオ

ヨシキリの鳴き声があちこちから聞こえてきます。すぐ近くで声はすれども姿はなかなか見

られません。途中何度かヨシの間を行き交う姿が見られました。 

今回は水辺の植物を見て歩きましたが、その中でも特にカヤツリグサ科スゲ属をメインと

しました。イネ科、カヤツリグサ科、イグサ科、この辺りの仲間は花も地味でスルーされが

ちなのですが、スゲ属は形がユニークなものが多く、人気があります。希少種であるジョウ

ロウスゲも地元の方の保護活動のおかげでよく観察できました。  

上沼（うわぬま）を中心に反時計回りに歩いていきましたが、様々な野生植物のみならず

ケンポナシ（おそらく植栽？）、ポポー、ウチワサボテン、ブラシノキなど、近隣民家の栽

培植物も見て歩き、少人数ですが楽しく観察できました。 

 

【今回観察した主な動植物】 

（樹木） 

マルバヤナギ、タチヤナギ、イヌコリヤナギ、ハンノキ、マグワ、ケンポナシ、アブラチ

ャン、サルトリイバラ、エビヅル、モウソウチク、キョウチクトウ、ブラシノキ 

（野草） 

 ハンゲショウ、ナガボノワレモコウ、メハジキ、ミゾカクシ、サデクサ、コケオトギリ、

カズノコグサ、スカシタゴボウ、ミソハギ、ミツガシワ（栽）、キショウブ、キキョウソウ 

ウマスゲ、アゼナルコ、ジョウロウスゲ、ミコシガヤ、マスクサ、オニスゲ 

チガヤ、ヨシ、オギ、ショウブ、マコモ、セイバンモロコシ、ガマ、イグサ 



（野鳥） 

オオヨシキリ、ツバメ、カイツブリ、ムクドリ、キジ（声）、ガビチョウ（声） 

（昆虫） 

 ツバメシジミ、モンシロチョウ、アゲハチョウ、コミスジ、ベニシジミ、シオカラトン

ボ、コシアキトンボ 

  

 

● オオヨシキリ 【大葦切】 

  （ヨシキリ科ヨシキリ属） 

 ・ヨシ原を代表する夏鳥 

 ・「ギョギョシ、ギョギョシ・・・」 

  と独特の大きな声でさえずる。 

 ・一夫多妻生 

・カッコウに托卵されることもある 

 

 

 

 

● ジョウロウスゲ 【上臈菅】 

                       （カヤツリグサ科スゲ属） 

・絶滅危惧 II 類（VU） 

・上臈とは、江戸幕府大奥の職名で、 

優美な貴婦人のこと 

 

 

 

 

 

  ●ミコシガヤ 

（カヤツリグサ科スゲ属） 

  ・小穂の下に長い苞葉が 3 本のび、 

   その姿形を御神輿に見立てたのが 

   名の由来です。 

 

 



                       

 ●アゼナルコ 

                        （カヤツリグサ科スゲ属） 

                      ・茎の先に円柱形の小穂が数本垂れさが

り、この小穂を鳴子（鳥を追い払う道

具）に見立てたのが名前の由来です。 

●アゼナルコ 

                       

 

 

 

 

●オニスゲ 

  （カヤツリグサ科スゲ属）  

 ・果胞（小穂のツブのような部分）が大き 

く、小穂がイガのようなとげとげした様 

子を鬼に見立てたのが名の由来です。 

  

 

                      ●ナガボノワレモコウ 

                      （バラ科ワレモコウ属） 

                       ・ナガボノワレモコウの白花をナガボノ

シロワレモコウ 赤花の変種をナガボ

ノアカワレモコウという。                                        

・埼玉県 準絶滅危惧種 

 

 

 

●ケンポナシ 蕾 

（クロウメモドキ科ケンポナシ属） 

果実は 9－10 月に紫褐色に熟す。 

花序の軸は膨らんで食べられる。 

レーズンの味？ 

  



黒浜沼研修会感想文（久保木孝夫さん） 

 

私は 20 年以上前に埼玉森林インストラクター会で活動していましたが、さまざまな事情

で長らく参加できずにいました。今回、本当に久しぶりに会の活動へ参加させていただきま

した。 

私は黒浜沼の近くに住み、約 1 万平方メートルの雑木林で保全管理のボランティア活動を

しています。しかし、これまで湖沼の自然環境についてはあまり注意深く観察したことがあ

りませんでした。 

現地を訪れてまず驚いたのは、都市部の近くにこれほど豊かな湖沼の自然環境が残され、

丁寧に保全管理されていることでした。まるで都市を離れ、奥深い自然の中に迷い込んだよ

うな感覚を覚えました。 

森林インストラクターとして活動していると、どうしても森林の自然に目が向きがちで

す。しかし今回、湖沼と森の自然は別々のものではなく、深くつながっていることを改めて

考える機会となりました。 

「森は海の恋人」という言葉があります。豊かな海を育むためには上流の森林が重要であ

るという意味ですが、それにならって「森は湖沼の恋人」という言葉も成り立つのではない

かと思いました。 

森に落ちた葉はやがて土となり、雨が降ると、その栄養分を含んだ水が湖沼へと流れ込み

ます。湖沼の生き物たちは、森からの贈り物によって支えられているのです。 

そのことは、雨でたっぷり水を含んだ湿地の足元のフカフカした感触からも伝わってくる

ように感じました。いつか機会があれば、このような物語として子どもたちにも伝えてみた

いと思います。 

森林インストラクターとして、森林だけを対象に考えるのではなく、森も湖沼も海も、一

つの大きな生態系のつながりの中で捉えていくことが大切なのだと感じました。 


